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　10月７日、加美町社会福祉協議会設立10
周年を記念して、第２回加美町社会福祉大会
が、加美町小野田文化会館（やくらい文化セ
ンター）を会場に開催されました。
　式典に先立って行われたオープニングで
は、障害者自立支援事業所「クローバーハウ
ス」、「やくらいアットハウス」、中新田地域
活動支援センター「あおぞら」のみなさんと
町内のフォルクローレグループ「グルーポ コ
リ・マルカ」さんとのコラボレーションによ
る音楽発表があり、式典に花を添えていただ
きました。
　その後行われた第１部の記念式典では、社
会福祉の増進に功績のあった114名、１社、
11団体の方々に表彰状、感謝状が贈呈されま
した。
　また、第10回福祉作文・ポスター・標語コ
ンクール入賞者の発表も同時に行われ、67名
のみなさんに賞状が授与されました。

　第２部の記念行事では「なじょにが しねぐねェ 地域の絆～地域福祉は人と人とのつなが
りから～」と題し、有限会社プランニング開 代表取締役 新田新一郎氏（加美町中新田地区

出身）をお迎えしての記念講演があり、新田先生ご自身の体
験談も交えながらの講演を聴き、加美町における地域の絆の
可能性と重要性を再確認しました。
　また、記念行事の最
後に行われた福祉作文
最優秀賞作品の朗読で
は、家族を思いやるそ
の内容に、会場内は感
動に包まれました。
　多くの皆様のご協力
により、盛会裏に終了
することができまし
た。

第２回加美町社会福祉大会第２回加美町社会福祉大会第２回加美町社会福祉大会
加美町社会福祉協議会設立10周年記念

『なじょにが しねぐねェ 地域の絆』
　　　～ 地域福祉は人と人とのつながりから ～

▲総勢40名による迫力の音楽発表

▲作文朗読は感動を生みました。
（作品は５ページに掲載） ▲むすび丸も来てくれました
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▲迫力の生演奏

　中新田地区の老人クラブ女性部では、「友愛活動」として近所に
お住まいの高齢者のお宅を訪問し、声がけ・話し相手になる活動
を実施されています。
　10月１日には『ゆうあい訪問活動交流会』を開催し、中新田福
祉センターを会場に訪問対象の方がご招待され、老人クラブ会員
の皆さんと一緒にサックスによるナツメロ演奏を鑑賞されました。
　演奏をしてくださったのは、塩釜市在住のサックス奏者・島津
富郎さん。島津さんの優しい人柄を感じさせる温かい音色に包ま
れて、参加した皆さんは昔を懐かしみながら合唱し、楽しい一時
を過ごされました。

懐かしいメロディーに満たされて♪

ゆうあい訪問活動交流会

赤い羽根共同募金街頭募金活動

美味しい麺をありがとうございます 安全運転講習会安全運転講習会安全運転講習会

▲会場は満員御礼！（59名が参加）

　今年度も10月１日から12月31日までの期間で、赤
い羽根共同募金運動が開催されています。
　中新田地区では去る10月１日、民生委員各位のご
協力の下、ヨークベニマル中新田店、ウジエスーパー
中新田店、イオンスーパーセンター加美店の店頭をお
借りして街頭募金が行われました。多くの皆様に募金
をしていただき、募金総額は44,591円となりました。
温かいご協力、本当にありがとうございました。▲募金ありがとう！

▲加美警察署交通課の庄司課長の
講義を受講しました。　　　▲とても喜んでいただきました。

　秋の交通安全県民総ぐるみ
運動に合わせて、職員を対象
に安全運転講習会を開催し、
交通安全の大切さを改めて認
識しました。
　今後も、送迎業務等で事故
のないように努めていきます。

　宮城シマダヤ株式会社様より冷凍めん（讃岐うどん）
2,000食をいただきました。
　いただいた冷凍めんはデ
イサービスセンターや障害
者自立支援事業所の昼食に
使用したほか、配食サービ
ス（弁当宅配）の利用者さ
んへお配りしました。
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　加美町内の小中学校の児童生徒及びこども園・幼稚園・保育所の５歳児を対象に、社会
福祉に対する関心を深め、福祉の心（おもいやり・たすけあい・ささえあい）の精神と社
会連帯の意識の高揚を目的に、『第10回福祉作文･ポスター・標語コンクール』を実施しま
した。
　今年度は、５年に一度の加美町社会福祉大会の開催年にあたり、通常の作文・ポスターに加
えて標語の部を設け、関係機関の協力のもと作文81点（小学生の部41点、中学生の部40点）、
ポスター146点（小学生の部47点、中学生の部17点、幼児の部82点）、標語22点（小学生の部15点、
中学生の部７点）の応募があり、厳正なる審査の結果、下記のとおり受賞されました。

福祉作文　小学生の部
★最優秀賞　早坂　彩乃（賀美石小学校４年）

★優秀賞　今野　憂映（中新田小６年）　　★優秀賞　岩松　玲夢（中新田小６年）
★優秀賞　奥津　樺音（賀美石小１年）　　★佳　作　太田　寛英（中新田小３年）
★佳　作　浅野　実咲（中新田小５年）　　★佳　作　千葉　春輝（中新田小６年）
★佳　作　角田　　奨（鳴瀬小２年）　　　★佳　作　浅野　裕南（鳴瀬小２年）
★佳　作　大和田真有（東小野田小２年）　★佳　作　工藤　　麗（東小野田小３年）
★佳　作　米澤　　蘭（宮崎小５年）

中学生の部
★最優秀賞　門間　里奈（中新田中学校３年）

★優秀賞　早坂　拓人（小野田中２年）　　★優秀賞　山城　美緒（小野田中２年）
★佳　作　佐藤　　優（中新田中２年）　　★佳　作　川熊みなみ（中新田中３年）
★佳　作　武田　真子（小野田中２年）　　★佳　作　伊藤　詩織（小野田中３年）
★佳　作　早坂　謙信（宮崎中１年）　　　★佳　作　早坂亜美紗（宮崎中２年）

福祉標語　小学生の部
★最優秀賞　及川　未実（広原小学校５年）

★優秀賞　本間　春来（賀美石小３年）　　★優秀賞　伊藤　生慈（賀美石小６年）
★佳　作　早川　英寿（中新田小２年）　　★佳　作　佐竹　栞奈（宮崎小５年）
★佳　作　米澤　　蘭（宮崎小５年）　　　★佳　作　米澤　　凜（宮崎小５年）

中学生の部
★最優秀賞　川熊ひなた（中新田中学校１年）

★優秀賞　竹澤　未咲（中新田中１年）　　★佳　作　早坂　果菜（中新田中３年）
★佳　作　赫多　　彩（中新田中３年）

福祉ポスター　小学生の部
★最優秀賞　本田　侑香（広原小学校４年）

★優秀賞　工藤　美佑（中新田小３年）　　★優秀賞　佐竹　栞奈（宮崎小５年）
★優秀賞　尾形　莉望（賀美石小１年）　　★佳　作　佐藤愛璃恵（広原小４年）
★佳　作　伊藤ひなた（広原小４年）　　　★佳　作　千葉　真凜（鳴瀬小６年）
★佳　作　小山　瑠夏（西小野田小４年）　★佳　作　今野　花連（旭小６年）

中学生の部
★最優秀賞　髙島　未有（中新田中学校３年）

★優秀賞　村瀬　里美（中新田中２年）　　★優秀賞　瀬戸　　南（中新田中２年）
★佳　作　千葉　琳香（中新田中１年）　　★佳　作　米澤　ひな（中新田中１年）
★佳　作　齋藤　実穂（小野田中２年）
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幼児の部
★最優秀賞　我孫子昊介（中新田幼稚園）

★優秀賞　大累　陽葵（中新田幼稚園）　　★優秀賞　佐々木康平（中新田幼稚園）
★優秀賞　門脇　美苑（中新田幼稚園）　　★佳　作　小田島果穂（中新田幼稚園）
★佳　作　角田　直優（中新田幼稚園）　　★佳　作　早坂　心結（中新田幼稚園）
★佳　作　髙橋あおば（中新田幼稚園）　　★佳　作　大山　茜莉（中新田幼稚園）
★佳　作　山田　　結（中新田幼稚園）　　★佳　作　秦　　蒼葉（中新田保育所）
★佳　作　佐々木結唯（中新田保育所）　　★佳　作　小野　智希（中新田保育所）
★佳　作　佐々木虹奈（中新田保育所）　　★佳　作　高橋　李輝（中新田保育所）
★佳　作　福島　めい（中新田保育所）　　★佳　作　佐々木莉央（中新田保育所）
★佳　作　佐々木ココ（中新田保育所）　　★佳　作　星　　　桜（中新田保育所）
★佳　作　青木　愛莉（中新田保育所）
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　日常生活で心配ごと、困りごとはありません
か？お気軽にご相談ください。
★時間：午前10時～午後３時
★場所：中新田福祉センター分室２Ｆ相談室

　上記の他にも随時相談を受け付けております
ので、お気軽にご連絡ください。

生活相談所開設生活相談所開設生活相談所開設

開設日
11月15日
12月20日
 １ 月17日

庄司　定雄
佐藤千鶴子
三浦　久子

佐々木誠喜
大崎　吉男
檜野　章一

相　談　員

ので、お気軽にご連絡ください。

　離婚、財産相続、交通事故、刑事事件、境界、
土地家屋契約、クレジット契約等の法律上のト
ラブル全般について、ご相談に応じます。
　もちろん秘密は厳守いたします。相談料は無
料です。この機会にぜひお申込みください。
　日　時　平成24年12月13日㈭
　　　　　午後１時から５時
　場　所　加美町中新田福祉センター
　申　込　社会福祉協議会に直接お越しの上、

相談シートにご記入下さい
　受付期間　平成24年11月１日から
　　　　　平成24年11月30日まで
※完全予約制です。
　相談内容によっては、生活相談所や他機関
等の紹介で対処することもありますので、あ
らかじめご了承願います。

弁護士による法律相談日弁護士による法律相談日弁護士による法律相談日

温かい善意
ありがとうございます

★但馬　正美　様（あさひ）　　　　50,000円

★須田　好樹　様（南町）　　　　　50,000円

★匿　　名　　様　　　　　　　　100,000円

★吉岡　初市　様（原）　　　　　　10,000円

★板垣　　孜　様（岡町）　　　　　　2,000円

★後藤　榮雄　様（下小路二）　　　　7,960円

★富士美流社中　様　　　　　　　　10,000円

★匿　　名　　様　　　　　　　　　10,000円

★月光仮面（大崎市）※加美町出身　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　3,000円

★旧西小野田中学校35年度卒業

　もみじ会代表　早坂　太一　様　　36,120円

　（やくらいふるさとチャリティコンサート収益金）

（平成24年８月１日～平成24年10月２日）

ん

　かねてより希望のありました加美町社協入浴
ステーション（加美町宮崎字屋敷七番45-1）
の年末営業について、今年度から下記のとおり
変更いたします。
　これまで以上に充実したサービスを目指し、
利用者の皆様、ご家族の皆様に満足して頂ける
様、より一層努力して参りますので、よろしく
お願いいたします。

※年始の１月１日から３日は休業になります。
※３地区デイサービスセンターについても、昨
年と変わらず12月31日まで営業いたします。

訪問入浴ステーションの訪問入浴ステーションの
年末営業を始めます年末営業を始めます
訪問入浴ステーションの
年末営業を始めます

は無

上、

年と変わらず12月31日まで営業いたします。

◎対　象　県内居住の概ね60歳以上の方
◎場　所　大崎生涯学習センター（パレットおおさき）
◎募集人員　40人
◎学習日　年間22日（２学年制）
◎内　容　生きがいと健康づくりを目指し、地

域活動の指導者として必要な内容を
身につけます。

◎募集締切　平成25年１月31日㈭必着
◎入学金　5,000円
◎受講料　年間20,000円
◎ＵＲＬ　http://www.miyagi-sfk.net/
　申し込みお問合せ
　　宮城県社会福祉協議会
　　いきがい健康課　TEL 022－225－8477

宮城いきいき学園宮城いきいき学園平成25年４月入学生募集平成25年４月入学生募集宮城いきいき学園平成25年４月入学生募集

★加美商工会会長　府田　政之　様
　　同　女性部長　斎藤せい子　様
　…タオル、おしぼり、石けん、洗剤、バスタオル、シャンプー等
★匿　名　様…お茶
★佐々木文秋　様（東京都）※加美町出身
　…紙おむつ、尿取りパッド、食器用洗剤、タオル
★匿　名　様…タオル（宮崎デイサービスセンターへ）
★匿　名　様…お　茶（宮崎デイサービスセンターへ）
★匿　名　様…タオル、手ぬぐい（宮崎デイサービスセンターへ）
★千葉　初男　様（米泉）…玉ねぎ（３地区デイサービスセンターへ）

ご協力ありがとうございます
物 品 寄 付

12月28日まで（※日曜日を除く）
変更前年内営業日

12月31日まで（※日曜日を除く）
変更後年内営業日


